
項 ⽬ 内 容
名称 ディル、イノンド、ジラシ、ヒメウイキョウ [英]Dill [学名]Anethum

graveolens L.

概要 ディルは、南ヨーロッパ、中央アジア、南アジア原産の芳⾹性の⼀年草で、現在で
は世界中で栽培される。⾼さ60〜90 cmで、8⽉に⻩⾊い多数の花を付ける。葉は
ハーブとして⿂料理に好んで使⽤される。種⼦は⽣薬名“蒔蘿⼦”。ヒメウイキョウ
と呼ばれる植物にはCarum carvi L. (キャラウェイ) とAnethum graveolens 
(ディル、イノンド、ジラ) があるが、ここではAnethum graveolensについて扱
う。

法規・制度 ■⾷薬区分
・ヒメウイキョウ (イノンド/キャラウェイ/ジラシ) 果実、種⼦︓「医薬品的効能効
果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物
・天然⾹料基原物質リスト

ディル (イノンド) が収載されている。

■海外情報
・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・種⼦には、揮発油 (カルボンなど) 約5％、フラボノイド、リモネン、クマリン、
キサントン、トリテルペノイドが含まれる (29) (33) (PMID:12797755) 。
・種⼦のメタノール抽出物には、モノテルペン、配糖体などが含まれる
(PMID:11963998) 。
・葉にはカロテノイド(PMID:20443063)、9-ヒドロキシピペリトン-β-D-グルコピ
ラノシド (PMID:11052739) 、セレン (PMID:18970840) が、葉の精油にはアネ
トフラン、カルボン (PMID:1438594) が含まれる 。

分析法 -



有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 メタ分析
・2015年3⽉までを対象に8つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験27報
について検討したメタ分析において、ディル (1報) 、ウイキョウ (1報) 、コロハ
(1報) 、ショウガ (3報) 、グアバ (1報) 、バレリアン (1報) 、カミツレ (1報) 、シ
ナモン (1報) などのハーブの⽉経困難症の痛みに対する効果は、報告数が少なく試
験の質が低いため、結論づけることができなかった (PMID:27000311) 。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=27000311&dopt=Abstract
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